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月 春は別れと出会いの季節
（上）藤田小教職員離 任式

（下）森江野小入学式



平
成
三
年
度
ス
タ
ー
ト

・
豊
か
で
　

住
み
よ
い
　

活
力
あ
ふ
れ
る
　
ふ

る
さ
と
づ
く
り

・
心
の
豊
か
さ
を
持
っ
た
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り

－
　
　

―－－

三

月
七

日
か

ら

十

二

日

ま
で

の

日

程

で

、

平

成

三
年

第
「

回

国

見
町

議

会

定

例
会

が

開

か
れ

ま

し

た

。

冒
頭

、

冨
永

町

長
よ

’り

新

年

度

に

あ

た

っ
て

の

所
信

表

明
と

提

出
議

案

の
説

明

が
あ

り

、
六

日

間

の

会

期
に

Ｉ且
り
慎

重

に

審

議

さ
れ

た

結

果

、
全

議

’凛

が

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

町

政

は

、
こ

の

四

月

か

ら

新

年

度

に

入

り

”
豊

か

で

住

み

よ

い

、

活

力

あ

ふ

れ

る

ふ

る

さ

と

づ

く

り

”

を

目

指

し

た

数
々

の

事

業

が

実

施

さ

れ

ま

す

。

平

成

三

年

度

に

は

ど

の

よ

う

な

町

づ

く

り

が

進

め

ら

れ

る

の

か

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

ニ

ペ

ー
ジ

と
・

三

ペ
ー

ジ

に

は

平

成

三

年

度

予

算

の

要

旨

、

四

ペ

ー
ジ

と

五

ぺ

‘ｊ

ジ

に

は

グ

ラ

フ

で

見

る

予

算

を

掲

載

し

ま

し

た

。

提
案
理
由
の
要
旨

平
成
三
年
度
の
国
の
予
算
は
、
急

速
に
進
展
す
る
人
口
の
高
齢
化
や
国

際
社
会
に
お
け
る
責
任
の
増
大
な
ど
、

今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
財

政
か
弾
力
的
に
対
応
す
る
た
め
．
歳

出
の
見
直
し
と
合
理
化
な
ど
、
財
政

体
質
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
標
に

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
規
模

は
七
十
兆
三
千
四
百
七
十
四
億
円
、

対
前
年
度
比
六
・
二
％

の
伸
ぴ
と
な

っ
て
い
ま
す
か
．
国
債
費
な
ど
を
差

し
引
い
た
一
般
歳
出
は
、
公
共
投
賢

基
本
計
画
へ
の
推
進
に
対
応
し
て
．

生
活
関
連
重
点
化
枠
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
五
・
三
％
の
増
で
、

全
体
と
し
て
最
気
中
立
型
の
予
算
と

な

う
て

い
ま
す
．

ま
た
、
地
方
財
政
運
営
の
指
針
と

も

い
う
べ
き
地
方
財
政
計
画
で
も
、

国
と
同
一
基
跼
の
も
と
に
経
常
経
費

に
つ
い
て
は
極
力
抑
制
さ
れ
る
な
ど
、

行
財
政
の
簡
素
効
率
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
節
度
あ
る
財
政
運
営
を
行

い
、
特
に
財
政
健
全
化
の
推
進
及

び
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
そ
れ

に
基

づ
い
て
歳
入
歳
出
蛻
梭
は
七
十

兆
八
千
八
百
四
十
八
億
円
で
、
前
年

度
に
比
較
し
て
五
・
六
％

の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
．
国
見

町
で
は
地
方
財
政
計
画
の
ほ
か
国
・

県
の
予
算
編
成
方
針
、
経
済
の
見
通

し
、
第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
。
町
民
生
活
の
充
実
と
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
人
口
の
定
住
化
と
活
力

あ
る
町
づ
ぐ
り
推
進
の
た
め
、
新
規

爾
点
事
業
を
中
心
に
碕
極
的
な
予
算

編
成
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
平
成
三
年
贋
に
お
い
て
は
、

二
十
世
紀
の
仕
上
げ
の
十
年
に
入
り
、

豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
国
見
町

の
実
現
と
心
豊
か
な
人
間
林
重
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
長
期
的
視
野
に

立
ち
町
勢
発
展
の
基
礎
を
な
す
事
業

の
選
択
に
つ
い
て
は
、
重
点
選
別
主

義
に
よ
り
対
処
し
、
よ
り
｛

層
の
町

勢
発
展
と
町
民
生
活
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
基
本
に
、
財
源
の
麗
点
的
か

っ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
予
算
の
編

成
を
行
・
た
結
果
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
二
億
八
千
八

’自
万
円
で
、
対
加
年
度
比
五
十
五
％

増
の
商
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

巌
入
で
は
、
自
主
財
源
の
大
半
を

占
め
る
町
税
に
つ
い
て
は
法
人
町
民

税
、
町
た
ば
こ
脱
の
減
収
か
見
込
ま

れ
る
巾
、
前
年
度
に
対
し
四
・
四
％

の
増
を
見
込
み
、
町
税
全
体
で
は
七

億
九
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
．

地
方
交
付
税
は
、
森
江
野
小
学
校

校
舎
改
築
に
よ
る
事
業
費
補
正
、
地

城
総
合
整
備
賢
金
貸
付
事
業
費
．
地

城
づ
く
り
推
進
事
業
費
、
地
城
福
祉

基
金
費
、
土
地
闘
発
基
金
費
な
ど
か

新
た
に
算
入
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

交
付
額
は
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
串

を
上
回
る
対
前
年
度
比
十
五
・
九
％

の
増
、
十
六
億
二
千
四
百
万
円
を
計

上
し
て

い
ま
す
．

町
債
は
、
観
月
台
公
園
文
化
セ
ン

タ
ー
、
森
江
野
小
学
校
及
び
幼
稚
園

改
築
事
業
債
の
計
上
に
よ
り
、
前
年

度
よ
り
五
億
八
千
四
百
九
十
万
円
の

増
を
見
込
み
ま
し
た
．

ま
た
、
観
月
台
公
瞬
文
化
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
の
財
源
に
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
か
ら
一
億
八
千
四
百
万
円
、

森
江
野
小
学
校
、
幼
稚
園
改
築
事
業

の
財
源
に
文
教
施
設
整
備
基
金
か
ら

三
絶
九
千
七
百
万
円
を
充
当
し
て
い

ま
す
．
さ
ら
に
．
飼
整
財
源
と
し
て

財
政
調
整
某
金
か
ら
一
億
三
千
五
百

万
円
を
繰
り
入
れ
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
．

こ
の
結
果
、
町
税
な
ど
一
般
財
源

は
二
十
四
億
九
千
九
百
七
万
五
千
円

と
な
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
比
率

は
五
十
八
・
三
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
出

歳
出
に
お
け
る
最
重
点
事
業
と
し

て
観
月
台
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
及
び
森
江
野
小
学
校
・
幼
稚
園

改
築
事
業
費
十
四
億
二
千
八
百
五
十

八
万
九
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
道
整
備
事
業
を
中
心
と

し
た
生
活
関
巡
の
投
資
的
経
費
を
積

極
的
に
計
上
し
な
が
ら
経
常
縄
費
の

節
減
、
合
理
化
に
配
意
し
て
財
源
の

爪
点
配
分
を
行
い
、
前
年
度
比
百
八

十
・
四
％
増
の
十
八
億
五
千
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
情

報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
の
進
行
な

ど
杜
会
径
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
蹂
施
策
推
進
に
は
、
所
嬰
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

間
近
に
迫
る
二
十
一
世
紀
を
目
指

し

『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
心
の
豊
か
さ

を
持
っ
た
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
』

を
町
政
運
営
の
目
標
に
、
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。



平成３年度

重 点 施 策

活
力
あ
る
町
づ
く
り

第
一
に
『
活
力
あ
る
町
づ
く
り
』

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

町
の
活
性
化
の
基
本
は
産
業
の
振

興
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
積

極
的
に
企
楽
誘
致
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
工
業
団
地
の
開
発
整
備
を
進

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
既
存
企
業
の
育
成
に
つ

い
て
も
工
場
等
般
置
奨
励
金
の
交
付

を
は
匕

め
、
商
工
会
の
振
興
、
中
小

企
業
育
成
預
託
事
業
、
商
工
振
興
会

議
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水
田

農
業
確
立
対
策
事
業
を
は
じ
め
、
農

道
の
■
備
、
林
道
の
開
設
・
整
備
、

県
営
事
業
と
し
て
中
山
原
樹
圜
地
帯

農
道
網
整
備
事
業
と
観
月
台
溜
池
の

農
業
水
利
施
設
高
度
利
用
事
業
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
大
枝
地
区

湛
水
防
除
事
業
に
つ
い
て
の
調
査
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
農
業
振
興
会
議
、

農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
対
応
を
図
り
ま
す

。

ふ
る
さ
と
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
各
層
の
総
意
に
基
づ
く
観
月
台

周
辺
に
お
け
る
福
祉
文
化
等
多
目
的

複
合
施
般
『
観
月
台
公
園
文
化
セ
ン

タ
ー
』
建
設
は
、
町
の
最
重
点
事
業

と
し
て
平
成
三
年
度
建
設
に
着
手
、

五
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▲仲ぴゅく国見

快
適

で
住

み
よ
い

町

づ
く
り

第
二
に
、
生
活
幹
線
町
道
の
整
備

を
重
点
に
、
通
学
道
路
整
備
の
ほ
か

河
川
改
良
．
都
市
計
両
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
の
促
進
や
水
賢
源
の
確

保
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
．
消
防
防

火
体
制
の
充
実
強
化
、
交
通
安
全
対

策
、
ご
み
処
理
な
ど
快
適
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
．

Ａ入屠脅を待つ小林住宅団地

福

祉
と

健
康

の
町

づ
く

り
．

第
三
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
と
健
康
の

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
こ
そ
快
適
な
生
活
を
お
く
る

第
一
条
件
で
す
の
で
、
健
康
づ
く
り

推
進
の
た
め
各
種
健
康
診
査
事
業
の

】
層
の
充
実
強
化
と
。
婦
人
の
健
康

づ
く
り
事
業
、
健
康
フ
ェ
ア
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
、
啓
発
事
楽
、

母
子
保
健
推
進
事
業
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
健
康
検
診
体
制
の
強
化

を
進
め
ま
す
。
ま
た
。
高
齢
者
の
健

康
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
在
宅

訪
問
看
護
診
察
制
度
は
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

福
祉
対
策
と
し
て
は
、
杜
会
福
祉

法
人
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
充

実
強
化
を
図
り
、
季
節
保
育
所
、
家

庭
奉
仕
貝
の
派
遣
事
業
、
寝
た
き
り

老
人
入
浴
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
新
た
に
『
ふ
れ
あ
い

福
祉
基
金
』
を
設
置
し
。
高
齢
者
の

保
健
。
医
療
、
福
祉
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
弔
慰
を
麦
わ
す

た
め
火
葬
場
使
用

に
関
す
る
要
綱
を
創
設
し
ま
し
た
。

2
1世
紀
を
担
う
人
材
育
成

第
四
は
、
将
来
の
国
見
町
を
担
う

人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

国
際
化
社
会
の
進
展
と
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
は
、
二
十
一
世
紀
に
活

躍
の
中
心
と
な
る
現
在
の
青
少
年
の

力
に
負
・
７
も
の
が
餓
に
大
で
あ
り
。

そ
の
人
材
育
成
は
今
の
時
代
に
責
任

を
持
つ
、
私
た
ち
共
通
の
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
は
重
要
課
題
で

あ
り
、
本
年
度
は
森
江
野
小
学
校
・

幼
稚
圃
の
改
築
を
図
り
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

生
涯
教
青
に
つ
い
て
も
、
公
民
館

活
動
を
中
心
に
青
少
年
か
ら
婦
人
、

高
齢
者
ま
で
。
自
ら
学
び
自
ら
行
う

精
神
の
育
成
を
ね
ら
い
に
、
そ
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
文
化
扱
興
に
っ
い

て
は
。
観
月
台
埋
蔵
文
化
財
保
存
対

策
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
基

金
の
充
実
、
文
化
団
体
活
動
の
助
成

を
し
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
町
政
推
進

第
五
は
、
町
民
総
参
加
の
町
政
を

推
進
し
ま
す
。
町
民
各
層
の
意
見
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
広
報
広

聴
活
動
は
特
に
重
要
で
あ
り
。
今
年

度
も
地
区
別
に
町
政
懇
談
会
を
開
催

し
。
広
く
町
民
の
声
を
町
政
に
生
か

し
ま
す
。

行
財
政
体
制
を
充
実

第
六
は
、
行
政
組
織
機
構
の
見
直

し
を
行
い
、
事
務
の
効
率
的
な
執
行

と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

▲21世紀を担う子供 たち



３年度予算 歳　　入

四
十
二
億
八
千
八
百
万
円

る
　

ら

い

よ

な

す

億
4
2
会

み

の

め
　

く

て

し

つ

で
4
2
｡２

般

て

Ｉ

進
　

い

れ

ま

な

簿

｀
６

一

し

％

を
　
・

は

わ

み

接

計

は

璢

ち

較
5
5

り

す

金

使

て

密

家

算

琵

う

比

喞

く

で

税

に

見

に

の

予

’・

の

と

の
　
゜

づ

の

る

う

を

計

民

計

算

こ

度
　

す

町

も

め

よ

し

家

町

会

仔

・

年

卵

ま

い

な

納

の

ま

の

人

般

ａ

す

２
　

い

よ

切

が

ど

ら

ん
0
0
0匸

恰

ま

成

３００

て

み

大

ん

は

あ

さ
　

’
の

。
″

い

平

叭

っ

住

も

さ

金

の

皆

１９一
度

特

て

て

億

な

ヽ
て

皆

税

そ

の

つ

年
　

、
つ

い
1
5
と

は

と

の

の
　
｀
民

も

３

円

な

っ
　

｀
び

算

で

民

そ

か

町

を

成

万

に

に

と

伸

予

え

町
　
ヽ

の
　
・

り

平
8
0
0円

分

す

い

う
　

か

る

う

か
　

８
。
万

計

ま

高

町税の内訳

１人当たりでは

入ってくるお金や 使わ

れるお金を、町民-一人当

た りで割 ってみるとどう

なるでし ょう。

(一般 会計の楊合)

※人口は、平成3 年１月

１日現在－11,鮹 人

町 た ば こ 税 町　　 民　　 税 固 定 資 産 税

4 , 283円
,
 957円 29,090円

町　　　　　債 地 方 交 付 税 軽 自 動 車 税

,
 937円 1  , 379円 1 , 2円

歳
　

入



グラフで見る平成歳　　出

四
十
二
億
八
千
八
百
万
円

特 別会 計
一般会計当初予算の推移

歳
　
出

土　　 木　　 費 衛　　生　　費 教　　 育　　 費 総　　務　　費

,
 3円 35 , 7円

,
 8円

120 , 443円

消　　 防　　 費 民　　生　　費 公　　 債　　 費 農 林 水 産 業 費

11 , 756円 17,869円 20,447円 23  ､ 4円



藤田幼稚園

新園舎完成

藤
田
幼
稚
園
の
新
園
舎
建
設
工
事

が
三
月
二
十
日
に
完
成
し
、
二
十
二

日
に
は
新
し
い
園
舎
で
『
平
成
二
年

度
修
了
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
園
舎
は
総
工
賢
約
一
倍
一
千
五

百
万
円
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
約
五
百
七
十
九
平
方
メ
ー

ト
ル
。
保
育
室
の
ほ
か
、
多
目
的
ホ

ー
ル
、
遊
戯
室
な
ど
か
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
小
学
一
年
生
に
な
る

園
児
た
ち
は
、
一
日
だ
け
の
入
園
で

し
た
か
、
新
し
い
園
舎
で
の
修
了
式

に
大
よ
ろ
こ
ぴ
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ立派に完成した藤田幼報国

▲新しい遊戯室で行われた平成２年度修了式

岩
城
重
夫
さ
ん
ら
1
0
名
が
勇
退

～

消
防
団
辞
令
交
付
式
～

四
月
二
日
午
後
三
時
か
ら
、
役
場

会
議
室
で
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
十
年
以
上
の
消
防
団

員
歴
を
有
す
る
粁
城
爪
夫
第
二
分
団

第
一
部
剛
祁
長
を
は
じ
め
十
名
の
方

々
が
勇
退
さ
れ
ま
し

た
。

岩
城
副
部
長
を
は
じ
め
疑
い
間
。

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し

た
。

」
勇
退
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

岩
城
　
重
夫
　

佐
久
間
永
郎

鴨
田
　

茂
　

後
藤
　
隆
史

佐
藤
　
正
康
　

徳
江
　
正
美

本
多

道
孝
　

佐
久
間

衛

松
田
　
平
治
　

櫺
沢

忠
市

な
お
、
新
幹
部
の
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　

（
敬
称
略
）

団

畏
　
　
　
　

阿
部
恒
夫

剛
団
畏
　
　
　
　

佐
藤
忠
美

教
養
分
団
長
　
　

林
　
初
男

″
副
分
団
長
　

高
橋

力

第
一
分
団
艮
　
　

商
橋
昭
一

″
剛
分
団
長
　

朽
木
勝
之

第
二
分
団
長
　
　

菊
地
昭
平

″
副
分
団
畏
　

須
田
寛
一

第
三
分
団
長
　
　

近
野
富
多

″
副
分
団
長
　

大
津
利
勝

第
四
分
団
長
　
　

斎
藤
栄
司

″
副
分
団
艮
　

鈴
木
正
夫

第
五
分
団
長
　
　

星
野

巖

″
剛
分
団
長
　

斎
藤
修
一

新
町
内
会
長
さ
ん

決
　
ま
　
る

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を
努
め
、

町
の
行
政
の
大
切
な
お
手
伝
い
を
お

願

い
す
る
、
平
成
二
年
度
の
町
内
会

艮
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
町
内
会
艮
さ
ん
に
は
、
四

月
十
二
日
に
町
長
か
ら
委
嘱
状
か
手

岐
さ
れ
、
向
こ
う
一
年
間
の
お
世
話

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平 成 ３ 年 度　 国　見　町　町　内　龠　長
(敬 称 略)

･町内 会 名 � 氏　　　　　 名 �町 内 会名 � 氏　　　　　 名 �町内 会 名 � 氏　　　　　 名

駅　　 前 � 菅　 野　 正　 二 �山崎宮 舘 � 三　 瓶　　　 茂 �第　　 ３ � 佐　 蘓　 昌　 介

錦　　 町 � 阿　 部　 文　 夫 �山崎 沢田 � 稲　 村　 藤　 市 �第　　 ４ � 石　 川　 博　 義

大 町 市 � 渡　 辺　 勝　 助 �宮　　 前 � 高　 檎　 稔　 － �徳 江 北 � 太　 田　 久　 きi

i大 町 北 � 小　 西　 富　 治 �潭宗 山 東 � 武　 田　 繁　 夬 �第　　 ７ � 八　 魯　 三　 郎

本　　 町 � 樋　 口　　　 馨 �渾宗 山 西 � 斎　 藤　 政　 之 �第 ・　 ８ ，� 村　 上　 公　 月

宮 町 南 � 東海 林　 幸　 郎 �源宗 山 北 � 盻　 蘿　 瘤　 蔵 �第　　 ９１� 蓬　 田　 正　 敏

宮 町 北 � 阿　 部　 重　 男 �大　　 坂 � 高　 檎　 米　 造 �第　　10 � 菊　 地　 喜　 平

町　　 東 � 斎　 蕗　 太　 釛 �山崎 耕 谷 � 五 十嵐　 栄　 雄 �第　　ｎ � 菊　 地　 善　 助

富　　 家 � 栗　 原　 光　 推 �小　　 坂 � 佐　 藤　 元　 － �第　　12 � 大　 内　 安　 次

鶉　　 町 � 中　 野　 勝　 美 �太 田 川 � 佐　 藤　 忠　 雄 �貝　　 田 � 高　 檎　 徳　 平

上　　 野 � 渋　 谷　 鹵　 男 �'前　　 田 � 朽　 木　 勝　 夫 �光 明 寺 � 槓　 沢　 太一 郎

石 毋 田東 � 菊　 地　　　 正 �板　　 檎 � 安　 藤　 欝 ゛郎 �高　　 城 � 八　 鳥　 健　 －

石毋 田 表 � 佐　 蕕　 鹵　 夫 �泉 田 上 � 関　 囗　 正　 － �大 木 戸 � 阿　 部　 怛　 夫

石 毋田北 � 佐 々木　 翁　 藍 �泉 田 中 � 佐　 蕕　 喜　 明 �山　　 眼 � 谷　 津　 正　 晴

石毋 田原 � 菊　 地　 平　 助 �泉 田 下 � 阿　 匐　 栄　 作 �原　　 町 � 佐　 藤　　　 栄

石毋 田西 � 佐　 藤　 一　 継 �鳥　　 取 � 本　 田　 清　 吉 �築　　 館 � 鈴　 木　 渭　 二

山 崎 北 � 高　 檎　 久　 蔵 �内 谷 西 � 片　 平　 遣　 男 �並　　 朷 � 佐　 蘿　 三　 郎

滝`　　 山 � 吉　 田　　　 棯 �内 谷 柬 � 鮨　 坂　 正　 － �中　　 部 � 瀬　 戸　　　 孝

山 崎 舘 � 安　 藤　 政　 治 �第　　 １ � 佐久 間　 義　 夾 �北　　 部 � 佐　 藤　 喜久 推

山崎小 舘 � 中　 村　 一　 郎 �第　　 ２ � 佐久 間　 幸　 誰 �川　　 内 � 佐　 藤　 光　 摩



愛の献血に64人

～平成２年度目標

100％を達成～

三
月
十
八
日
、
移
動
採
血
車
が
来

町
し
．
大
木
戸
小
学
校
前
．
役
場
、

襠
梁
製
作
所
前
．
福
島
恨
用
金
庫
国

見
支
店
前
の
四
ヶ
所
で
献
血
活
動
を

行
い
、
6
4名
（
申
し
込
み
は
6
6名
）

の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し

心
こ
の
結
果
、
国
見
町
の
平
成
二
年

度
の
献
血
目
暉
本
数
八

匸
二
本
（
二

〇
〇
㎡
換
算
）
を
突
破
し
、
八
一
九

本
と
な
り
．
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成

す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
．

多
く
の
方
々
か
ら
愛
の
献
血
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ

９
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
・

☆
平
成
二
年
度
採
血
状
況

五
刀
二
日
　
二
〇
二
本
（
換
算
）

七
月
三
日
　

九
六
本
（

″

）

八
月
十
日
　

七
五
本
（

″

）

九
月
十
七
日
　
六
四
本
｛

″

｝

十
二
月
十
二
日
　
九
二
本
（

″

）

一
月
十
六
ｎ
　

七
四
本
（

″

）

二
月
二
十
七
日

匸
一
五
本
（

″

）

三
月
十
八
ｎ
　

九
一
本
（

″

）

合
計
八
一
九
本

達
成
率

】
○
〇
・
七
％

四
〇
〇
㎡
献
血
者
　
7
5人

成
分
献
血
者
　
　
2
8

人

な
お
、
平
成
一
こ
年
度
の
目
標
本
数

は
八
七
六
本
と
な
り
て

い
ま
す
の
で

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

平
成
三
年
度
第
一
回
献
血
の
日
程

は
、
五
月
二
日
（
木
）
と
な
っ
て
い

ま
す
．
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
を
会
場
に
．

バ
ス
に
よ
る
一
般
献
血
（
セ
ン
タ
ー

前
及
び
一
心
堂
薬
店
前
）
と
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
．
老
人
子
ど
も
室
を
会
場

と
し
た
成
分
献
血
を
行
う
予
定
で
す
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
・
順

不
同
）

Ｏ
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇

㎡
協
力
者
で
す

《
一
般
》

後
藤
せ
き
子

松
浦
市
太
郎

○
高
橋

正
志

○
高
橋

勝
美

犬
伏

房
子

谷
津

陽
子

八
島

和
予

阿
部

洋
一

〇
佐
藤

敏
夫

武
田

広
子

武
田
　
ヤ
イ

斎
藤

松
男

菅
井
美
賀
子

松
田

平
治

荀
地
千
代
子

瞥
野

祝
子

渡
辺

英
司

〈
国
見

ガ
ス

住
宅

般
備

》

商
橋

政
味

八
巻
千
代
子

へ
公
立

蔵
田

総
合

病
院
》

小
林

幸

夫

（
櫑
梁

製
作

所
》

○
斎
藤

光
幸

○
引
地

正
仁

○
氏
家

價
吉

吉
田

昌
二

〇
大
橋

順
一

菅
野

俊
則

佐
藤

勝
雄

○
高
橋

慎
二

斎
藤

章
子

○
片
平

忠
夫

〇
高
橋
　

守

八
鳥
　

満

○
寺
鳥

正
男

清
水

貞
夫

丸
山

新
古

我
妻
　
三
男

山
内

克
美

矢
口
富
士
子

ぺ
福

鳥
信
用

金
庫

国
見

支
店
》

○
八
城

敏
康

大
杉

幹
雄

《
商
工
会
〉

阿
部

正
信

岡
崎
　

稔

大
森
忠
治
郎

鈴
木

俊
博

高
檎

芳
男

〈
国

見
町
役
鳩

》

冨
永

武
夫

後
藤
登
災
子

古
田

吉
夫

菅
野

信
朗

○
菊
地
　
弘
美

佐
藤

克
成

鈴
木

哲
也

武
田

幹
夫

○
釦
水
　
正
春

○
小
紫

春
雄

高
野

信
昭

大
波
　

健

奥
山

隆
夫

佐
藤
　

孝

武
田

京
子

吉
田
　
義
勝

阿
部
　
正
一

〇
松
浦

幸
雄

佐
藤

和
夫

ご

ん

な

と

き

は

届
け
出
を
！

現
在
は
、
国
民
皆
保
険
と
い
っ
て

岡
民
す
べ
て
が
何
ら
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
セ
λ
。

会
杜
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、
退

職
し
た
翌
日
か
ら
国
保
の
被
保
険
者

と
な
る
た
め
の
手
続
き
を
。
十
四
日

以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
早
く
手
続

き
を
と
ら
な
い
と
、
国
保
税
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
負
担
を
強
ぐ
感
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

年
度
始
め
の
こ
の
時
は
、
就
職
。

住
所
変
更
な
ど
国
保
に
関
係
す
る
異

動
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
よ
‘つ
な

場
合
は
十
四
日
以
内
に
手
続
き
を
と

る
卜
？
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
課
国
保
係

壼
剪
2
1
1
1

内
線
１
４
３

国
保
に
は
い
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

-
●池の愿区酊６からｔ 入して芒こ

とさ． �

口な、.11 の市ｉ 司６の転 出 携

Ｉ．

●朧壜の健康・ 鑰そゃめｔとき． �旬力･ん．珮嘱の麑●恆・をやめた
ａ哢番．

●隗噫の僣康度●の被検儕●７ら

はずrtたとさ． �

印言‘ん．・・ 賁●こなれない耀Ｓ

の1Ξ明Ｉ．

●子供か･ｌれたと蠹． �Ｓかん，儻壙Ｅ．岡子事囑．

･  王  を 愛けなくなフたとき．�Ｓかん．儂S・止通知臘．

●戀の布1 蔔何に匠巒・ るとき． �EDかん．皿舉丘．

●電場の健康黶糢にはいったとき．�印〃ん．匐儕と鴫場の霤蹶保壙の

両万の侃壙証{渝羣か采叉付のと愬

諡加入したこと煢証明するもの)．
●矚曝の健康侃鎖の ■ 第にな

ったとき．

●ｌ 俚の番保鐃●か寛亡したとき．�即かん．●豫Ｓ．

●ΞJS佩且モ甓けるようになった

とき． �

励かん．佩壙li. 隹攜墹蚫決啻適

虻書．

●遺縋麕医隴耻贋の刈皿になった

とき． �
扣かん、佩壙li、卑重証羃．

●贋1 司脣内で暖所か黌りつたと

さ． �
助yん．
蹊 .

●佃帯主や氏名か實わゥたとき．

●世帯を分けたり．いつしよにし

たとき．

･  差 第なくしたと低t あるい

は汚れて使えｇくなったとき)．�

釦かん．覃人で昴ることを皿明す

るもの(費えなくなった佩鱗屁)．



町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
日
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

よ　 ろ　 し　 く　 お　 願　 い　 し　 ま　 す

渋谷 啓子さん 大湧 香織さん 斎藤由紀子さん 村上 章平さん 佐男 龍一さん

■
新
採
用
　

（
　
）
内
は
新
任

▽
佐
野
龍
一
（
農
林
課
農
林
振
興
係
）

▽
村
上
幸
罘

《
建
設
課
建
設
係
）

▽
斎
藤
由
紀
子
（
仕
民
福
祉
課
福
祉

係
）
　
▽
大
沖
香
織
（
総
務
繰
庶
務

係
）
　
▽
渋
谷
啓
子
（
藤
Ⅲ
保
青
所
）

■
異
助
お
よ
び
昇
格
（
　
）
内
は
旧
任

▽
農
業
委
貫
会
事
務
局
主
任
圭
査

（
税
務
課
主
任
主
査
兼
徴
収
係
艮
）

佐
藤
光
‐‐
　
▽
企
画
商
工
牒
圭
伍
主

査
兼
商
工
振
興
係
長
｛
企
画
商
工
課

主
任
主
査
兼
企
両
商
工
係
長
｝
吉
田

貞
男
　
▽
脱
務
課
賦
課
係
主
任
主
査

（
農
林
課
農
林
振
興
係
主
査
）
武
川

友
汪
　

▽
企
画
商
工
課
企
画
調
暼
係

長
（
企
面
商
工
課
国
土
調
奏
係
長
）

八
島
英
雄
　

▽
税
務
課
徴
収
係
長

（
脱
務
課
徴
収
係
主
査
）
渡
辺
ア
ヤ

子
　
▽
企
両
商
工
踝
国
土
調
査
係
艮

（
農
林
課
農
林
振
興
係
主
査
）
中
野

孝
雄
　
▽
農
林
課
農
林
振
興
係
（
住

民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
）
武
田
慶
子

▽
仕
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
（
保
健

課
国
保
係
）
安
藤
幸
江
　
▽
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
｛
大
木
戸

小
｝
菊
地
軽
子
　
▽
企
画
商
工
課
商

工
振
興
係
（
企
画
商
工
課
企
画
商
工

係
）
佐
藤
弘
利
　
▽
企
画
商
工
課
企

両
調
整
係
（
企
画
商
工
課
企
両
商
工

係
）
佐
藤
孝
　

▽
藤
田
幼
稚
園
（
教

育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
）
紺

野
か
ず
子
　
▽
企
画
商
工
踝
企
画
調

整
係
（
税
務
課
賦
課
係
）
佐
藤
克
成

▽
住
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
（
総
務

課
庶
務
係
）
黒
沢
敦
子
　
▽
下
水
道

課
下
水
道
係
（
総
務
課
文
書
係
）
鈴

木
哲
也
　
▽
税
務
課
徴
収
係
（
住
民

福
祉
課
戸
籍
住
民
係
）
飯
沼
正

▽
総
務
課
文
書
係
兼
庶
務
係
｛
総
務

課
庶
務
係
｝
国
分
次
雄

教
職
員
の
人
事
異
動

（

）
内
は
旧
任

－

退
　
職

▽
秋
葉
芳

吉

（
藤

田
小

）

▽
丸
山
尚

高

（
藤

田
小
）

▽
伊
勢

美
枝

子
｛
森
４
:野

小
｝

▽

遠
藤
外
ｒ

（
大
木

戸
小
ｙ

▽
人

橋
雉

こ
｛

県
北

中
｝

▽
人

見
玲
ｒ

｛

県
北

中
｝

▽

斎
藤
な

（
県

北
中

）

■

転
　
出

▽
梁
川
町
立
瓦
卜
沢
小
校
輿
（
廠
江

野
小
教
頭
）
嗔
本
幹
人
　

▽
桑
折
町

立
醸
黔
小
教
頭
（
小
坂
小
教
頭
）
堀

江
通
　
▽
福
島
市
立
蓬
莱
小
教
頭

｛
人
木
戸
小
教
頭
｝
菊
池
道
雄

▽
福
励
巾
立
北
儒
中
教
頭
（
県
北
中

教
頭
）
伊
藤
義
夫
　
▽
喫
川
町
立
粟

野
小
｛
小
坂
小
｝
遊
佐
裏
紀
子

▽
福
鳥
県
教
育
斤
文
化
課
｛
藤
川
小
｝

安
藤
義
則
　
▽
傑
川
町
立
仕
沢
小

（
藤
田
小
）
占
川
映
子
　
▽
郡
山
巾

な
刀
山
小
（
藤
川
小
）
影
山
佳
代
子

▽
保
雌
町
か
保
原
小
｛
森
江
野
小
｝

堀
内
孝
夫
　
▽
昭
和
村
立
昭
和
小

（
森
江
野
小
）
鈴
木
康
子
　
▽
保
原

町
立
桃
陵
中
（
県
北
中
）
横
山
充

▽
保
原
町
立
晩
陵
中
（
県
北
中
）
池

旧
光
雄
　

▽
福
鳥
市
立
信
陵
中
（
県

北
中
）
雉
子
波
敏
司
　
▽
白
河
市
立

白
河
中
火
中
（
県
北
中
）
野
中
ゆ
み

▽
会
津
若
松
市
立
一
．
中
（
県
北
中
）

渡
郎
朋
史

■
転
入
お
よ
び
新
探
用

▽
藤
田
小
校
長
｛
二
本
松
市
立
安
達

太
良
小
｝
畠
腹
順
一
　
▽
小
坂
小
教

頭
｛
學
品
市
立
瀬
上
小
｝
渡
辺
博
志

▽
森
江
野
小
教
頭
（
柳
津
町
立
西
山

小
）
松
浦
恭
夫
　
▽
人
木
戸
小
教
頭

（
霊
山
町
立
泉
原
小
）
緑
川
透

▽
県
北
中
教
頭
（
福
島
市
立
大
鳥
中
）

菅
野
武
雄
　
▽
小
坂
小
養
護
敦
諭

（
保
原
町
立
柱
沢
小
）
石
川
清
美

▽
藤
田
小
（
伊
潼
町
立
伊
遼
東
小
ｙ

八
島
み
よ
し
　

▽
藤
田
小
（
川
俣
町

立
福
沢
小
）
菅
原
な
っ
え
　
▽
藤
田

小
（
新
採
用
）
池
田
和
紀
　
▽
藤
田

小
（
新
採
用
）
手
塚
優
子
　
▽
藤
田

小
（
講
師
）
石
川
久
美
子
　
▽
森
江

野
小
（
梁
川
町
立
白
根
小
）
宍
戸
富

笑
子
　
▽
森
江
野
小
（
二
本
松
市
立

北
小
）
橋
本
美
枝
子
　
▽
森
江
野
小

（
飯
野
町
立
青
木
小
）
茨
木
良
司

▽
森
江
野
小
（
講
師
）
鈴
木
英
雄

▽
大
木
戸
小
主
事
（
新
採
用
）
細
田

千
年
　
▽
県
北
中
（
霊
山
町
立
霊
山

中
）
石
崎
勝
哉
　
▽
県
北
中
（
梁
川

町
立
梁
川
中
）
金
子
靖
子
　
▽
県
北

中
（
桑
折
町
立
醸
芳
中
）
横
山
蔦
子

▽
県
北
中
（
二
本
松
市
立
三
中
）
佐

藤
勝
　
▽
県
北
中
（
小
野
町
立
小
戸

神
小
）
菊
地
章
子
　
▽
県
北
中
（
新

採
用
）
山
内
憲
眷
　
▽
県
北
中
（
新

揉
用
）
佐
藤
俊
恵
　
▽
県
北
中
（
講

師
）
長
谷
部
の
ぞ
み
　
▽
教
介
委
員

会
（
鮫
川
村
立
富
田
小
）
大
槻
巌

駐
在
所
の
人
事
異
動

三
月
ニ
ト
五
日
か
ら
、
藤
川
駐
在

所
に
菊
山
英
俊
巡
査
の
後
任
と
し
て

鷺
尾
浩
二
（
わ
し
お
・
こ
う
じ
）
巡

査
が
竹
任
し
ま
し
た
。

鷲
尾
さ
ん
は
い
わ
き
南
驚
か
ら
の

転
任
で
三
十
歳
。
森
江
野
地
区
を
担

当
し
ま
す
の
で
。
地
区
の
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教貰輿着任式

賢尾巡査



国見町職員組織表
町 長 冨 永 武 夫　　 助 役 八 鳥 忠 雄　　 収入役 大 内 正 美　　 教育長 蓬 田 英 夫
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総 務 課 �大波　 健 ��
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財　 政

文　 番 �

佐藤 則雄

吉田 俊江

吾妻 正子 �

松田きよ江、菊地 弘美、大津 香織．松浦 英夫、斎藤 隆義

菅野 信朗

国分 次雄

脱 務 課 �山田　 久 ��
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画定資産

徹　 収 �

吉田 吉夫
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渡辺アヤ子 �
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武田 京子、宍戸 浩寿
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国　 保 �
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中野 成子、大波サト子

住民福祉課 �渡辺　 等 �佐藤 幸子 �

住　 民

福　 柾

年　 金 �

松浦 京子

小野 智義

佐藤 幸子 �

安藤 幸江、後藤 浩子、黒沢 敦子

武田 正裕、東海林八重子、斎藤由紀子

中田 利枝

保 宵 所 �
所長
天野 英子 ���

木口 絹子 �後藤加代子．古田 邦子、阿部 正子、木村 竹子．渋谷 啓子

展 林 課 �佐野 貞治 ��
農林振興

晨林土木 �

佐藤 政弘

菊地 孝吉 �

武田 慶子、引地 由則、渋谷 康弘，佐野 龍一

後藤登美子、村上 健一、佐野　 功

農業委員会
事 務 局 �

局長
并砂 研二 ���

佐藤 光一 �羽根 洋一

建 設 課 �鈴木 捷治 ��

建　 設

管　 理

鄒市整備 �

後藤 澄復

渋谷 和洋

安田 博三 �

吉田 恵子、佐久間 正、阿部 正一、村上 幸平

松浦 昭一

吉田 義勝

企画商工課 �佐竹 弘泊 ��

企画調整

商工振興

広報広聴

国土調査 �

八島 英雄

吉田 貞男

奥山 隆夫

中野 孝雄 �

佐薦　 孝、佐藤 克成

包蘿 弘利

小西 毒彦

谷津 富夫、羽根田孝司、蓬田 英右

下 水 通 踝 �須田 裨治 ��下 水 道 �阿部　 正 �遠藤 喜正、鈴木 哲也(研修派遣)

会 叶 室 ��佐藤 春夫 �出　 納 �武田　 智 �菊地 富子

議会事務局 �
局長

古田 事夫 ����
谷津美代子

水 通 譚 �大湊 敏男 ��
業　 務

施　 詮 �

佐久間靖明

佐幕 紆二 �

中山ミエ子

蚫蓐 光男、赤坂　 斎

教育委員会
事 務 局 �

次長
高擒 弘信 ��

学校教育

社会教育 �

吉田 輝雄

安藤 信男 �

佐蘿 宰子、菊地 軽子

大槻　 巌、引地　 真

公 民 館 �
館長

春日　一憲 ��

亊　 業

体　 冑 �

高橋 正夫

古川 比司 �

八巻美枝子．佐藤 光男

校 （圜） 名 �校 （圜〉 畏 � 教　　 頒

小 坂小 学校 �浅 野　　 榮 �渡 辺 博 志

藤田 小 学校 �畠 腹 順 一 �遠 藤 常 雄 �高 子 宏 子、宍 戸　ヤ　イ

森江野小掌枚 �川 上 皿 明 �松 浦 恭 夫

大木戸小学校 �小 野 徳 郎 �緑 川　　 透

大枝 小学 校 �大 槻　　 太 �星　　 晃 榲

県北中 学 校 �菅 原　　 弘 �菅 野　　 武 �佐 竹 朝 子 、 和 泉 喜久夫

藤田 幼稚園 �畠 腹 順 一 �遠 蘰 常 復 �斎 庫 アィ子、紺 野　かず子、倉 田 由美子、吉 田 和 子

森江野幼稚園 �川 上 重 明 �松 浦 恭 夫 �田 中 陽 子・古 内 君 恵



お
で
か
け
く
だ
さ
い

交
通
安
全
フ
ェ
ア

多
発
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
交
通
安
全
に
関
す
る
各
荷
展

示
及
び
実
演
を
通
じ
て
、
交
通
安
全

知
識
を
普
及
し

、交
通
安
全
思
想
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー

ル
の
尊
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
を
日
的
に
、

次
の
と
お
り

『
交
通
安
全
フ
ェ
ア
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
畤

・
平
成

３
年

５
月
1
1
日
（
土

）

午
加
1
0
時

半
～
午

後
５

時

・
平
成

３
年

５
月
1
2
口
‥【（
日
）

午
前
1
0
時

～
午

後
４
時

▼
鳩
所
・
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
第
１
会
場
（
福
島
ル
ミ
ネ
５
階
）

交
通
安
全
パ
ソ
コ
ン
グ
ー
ム
、
ミ

一一
四
駆
サ
ー
キ
″
卜
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど

・
第
２
会
場
（
福
鳥
駅
西
口
広
場
）

白

バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
展
示
、
子
供

お
も
し
ろ
自
転
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

お
す
み
で
す
か
？

労
働
保
険
の
年
度
更
新

平
成
三
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

四
月
初
め
に
福
島
労
働
基
準
局
、

ま
た
は
福
鳥
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
申

告
用
紙
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て
五
月
十
五
日
ま
で
に
．

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
劣

働
基
準
監
督
署
、
福
鳥
労
働
藁
準
局

ま
た
は
県
履
用
保
険
課
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た

し
ま
す
．

ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
で
き
る

卜
ｔ
つ
賃
金
台
帳
な
ど
を
整
備
し
て
お

か
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
基
準
局

１
９
1
1
1
1

４月５日

対策本部

設　　 置

防
霜
対
策
に

ご
協
力
を

町
で
は
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を
凍

霜
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農
業

団
体
で
国
見
町
防
霜
対
策
本
部
（
本

部
長
－

冨
永
武
夫
町
長
）
を
、
四
月

五
日
に
設
置
し
ま
し
た
．

霜
か
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
場
合
は
．

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す

が
、
深
夜
に
わ
た
る

場
合
が
多
く
ご
迷
感
か
と
思
い
ま
す

か
、
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
噸
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
。
降
霜
の
時
は
重
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
が
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
。
翌

朝
の
洗
濯
物
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

凍
霜
の
被
害
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
、
四
月
五
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

■
閥
い
合
わ
せ

農
林
課
農
林
振
興
係

一

卵
2
1
1
1

内
線
２
３
２

%~ ％

山火事防止

強 調 月 聞

燃
や
す
ま
い

地
球
を
守
る

豊
か
な
緑

劵
の
乾
燥
期
を
迎
え
。
野
も
山
も

火
災
か
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な
り

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
山
菜
採
り
や

渓
流
釣
り
な
ど
の
行
豪
シ
ー
ズ
ン
と

職
な
り
、
山
火
事
の
多
発
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
四
月
十
日
か
ら
五
月
九
日

ま
で
を
「
山
火
事
防
止
強
調
月
間
」

と
定
め
、
山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド
な

ど
を
展
開
し
ま
す
。

野
や
山
に
入
る
方
は
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
拾
て
は
し
な
い
。

○
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
　

ま
し
ょ
う
。

○
た
き
火
の
後
は
完
全
に
消
し
ま
し

北
朝
鮮
も

数
次
一
般
旅
券
で

旅
行
で
き
ま
す

昨
年
、
海
外
旅
行
者
が
つ
い
に
年

間
一
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
去

年
一
年
間
で
発
行
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー

ト
（
一
般
旅
券
）
も
約
痂
万
７
千
件

と
、
平
成
元
年
に
比
ベ

ー
〇
・
七
％

増
と
な
り
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
5
7

年
以
来
、
９
年
連
続
の
記
録
更
新

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
も
っ
て

い
る
人

は
、
約
一
千
七
百
万
人
に
も
上

り
て

い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
す
。

北
朝
鮮
の
旅
行
に
か
か
わ
る
旅
券
の

取
り
扱
い
か
変
更
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
北
朝
鮮
は
唯
一
、
旅
券

法
に
い
う
外
務
大
臣
の
指
定
地
城
と

さ
れ
、
数
次
一
般
旅
券
で
は
旅
行
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
３
年
３
月
3
1

日
を
も

り
て
、
北
朝
鮮
を
こ
の
外

務
大
臣
の
掬
定
地
域
か
ら
外
す
こ
と

に
な
り
、
４
月

―
日
か
ら
発
行
さ
れ

る
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
国
（
地
域
）
に
旅

行
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

旅
券
窓
口
で

パ
ス
ポ
ー
ト
を
無
料
訂
正

す
で
に
有
効
な
数
次
一
般
旅
券
を

お
も
ち
の
場
合
は
、
そ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
渡
航
先
の
欟
の
『
北
朝
鮮
を
除

く
』
と
い
う
記
載
を
抹
消
し
、
斬
た

に

『
本
邦
外
の
す
べ
て
の
国
と
地
城
』

と
い
う
一
文
を
記
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．

こ
の
訂
正
は
４
月
１
日
か
ら
．
県

庁
の
旅
券
窓
口
で
、
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
．
特
に
．
パ
ス
ポ

ー
ト
を
お
も
ち
の
方
で
北
朝
鮮
へ
の

旅
行
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必

ず
こ
の
訂
正
を
受
け
て
く
だ
さ

い
．

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
庁
県
民
生
活
踝
国
際
交
流

室
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
係

魯
剛
1
1
1
1

内
線
2
0
7
7

国民年金

２

年
度
の
保
険
料
は

４
月
3
0日
ま
で
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
毎
月
納
付
に
な

り
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
年
度
の
保
険
料
は
四
月
三
十

日
ま
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

も
し
四
月
三
十
日
ま
で
に
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
過
年
度

保
険
料
と
な
り
納
付
方
法
が
違
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

蠢
剪
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

お

し

ら

せ



婦
人
週
間

し
な
や
か
に
個
性

あ
な
た
は
四
月
十
日
か
ど
の
よ
う

な
日
か
ご
存
し
で
す
か
？

婦
人
が

初
め
て
参
政
権
を
得
て
、
政
治
に
参

加
し
た
日
で
す
．

い
ま
で
は
婦
人
の
立
候
補
者
の
姿

を
見
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．
し
か
し
．
こ
の
よ
う
な

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
の
は
、

昭
和
二
十
年
に
還
挙
法
が
改
正
さ
れ

て
か
ら
な
の
で
す
．

『
婦
人
週
間
』
は
、
今
年
で
四
十

三
回
目
に
な
り
ま
す
．
今
年
の
「
婦

人
週
間
」
の
テ
ー
マ
は
、『
性
に
と
ら

わ
れ
ず
　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
時

代
を
築
こ
う
』
で
す
．
ま
た
．
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
．『
し
な
や
か
に
個

性
、
の
ぴ
や
か
に
女
と
男
』
．
女
だ
か

ら
、
男
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
は
な

く
、
人
と
し
て
．
個
人
と
し
て
、
自

分
ら
し
く
の
ぴ
の
ぴ
と
、
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
み
ん
な
で
っ
く

り
て
い
こ
う
と
い
’フ
も
の
で
す
．
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
家

族
や
職
場
で
こ
の
機
会
に
話
し
合

り

て
み
ま
せ
ん
か
．

団

員
募

集

「

若

人

の

翼

」

福
島
県
で
は
、
県
内
の
優
れ
た
動

労
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
帰
国

後
は
地
城
杜
会
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
三
年
度
『
若

人
の
翼
』
派
遣
団
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
．

▼
募
集
人
員

班
長
．
一
般
団
員
併
せ
て
7
3名

▼
応
募
条
件

県
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年
で
。

次
の
要
件
を
満
た
す
者

Ｈ

年
齢

・
班
長
：
3
0
歳
～
3
5歳

・
一
般
団
員
…
2
0歳
～
2
9歳

目
社
会
参
加
活
動

・

班
長
・・・
青

少
年
活
動

に
か

か
る

優
れ

た
青
年

指
導
者

で
、
帰

国

後
も

活
兇
な

青
少
年

活
動

が
期

待
で
き

る
者

・

一
般
団

員
・
：
青
少
年
団

体
、

グ

ル
ー
プ

な
ど

に
加
入
し

．
現

に

活

動
し

て

い
る
優
れ

た
青
年

、

ま

た
は

青
少
年

活
動

に
関
心

を

有

す

る
優

れ

た
青
年
で

、
帰
国

後
に
活

発
な

青
少
年
活

動

が
期

待

で
き

る
者

▼
派
遣
コ
ー
ス
・
期
間

・
欧
州
コ
ー
ス
　
1
5日
間

・
尉
米
コ
ー
ス
　
1
7日
間

・
中
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
コ
ー
ス

1
5日
間

・
オ
セ
ア
ニ
ア
コ
ー
ス
　
1
5日
間

・
北
米
コ
ー
ス
　
　
　
1
5

日
悶

※
出
発
日
は
各
派
遣
コ
ー
ス
と
も

1
0月
1
6日

▼
応

募
方

法

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
５
月
2
0日

ま
で
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
・

（
申
込
書
、
使
用
者

な
ど
の
承
諾
書
、
健
康
診
断
書
、

住
民
票
抄
本
、
作
文
『
若
人
の
翼

に
応
募
し
て
』
）

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

一

翦
2
1
1
1

内
線
２
１
１

お
詫
び
と
訂
正

三
月
号
戸
籍
の
窓
口
の
出
生
お
め

で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
欄
中
、
子
の
名

関
口
ｔ

黔
（
ま
な
み
）
と
あ
る
の
は
、

間
口
ｔ

黔
（
ま
な
み
）
の
誤
り
で
し

た
・

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
．

戸籍の窓口
（４月 受付 分）

出生おめでとうございます
子 の 名　　 保護者　　町内会

駿( し ● ん)斎藤 幸雄 第　 Ξ
綾( あ　 や)東海林健太郎 富町膺

悠 理(ゆ　 り)秋元　 勇 本　 町
まどか　　　　 永井 裕市 前　 田
詈( あ か ね)佐藤 弘明 第　 四

昌 弘(まさひろ)澁谷 修一 上　 野･
萌( も　 え)鈴木 保幸 贏宗山西

理 絵(り　　え)高橋 徳一 石母ｍ原
正 太(しょうた)菊地 正人 富　 東

結婚おめでとうございまオ

氏　　 名
東海林 二 郎
遠 鵬　八皿子
長 尾 毒 乖
後 蕁　由美子
中 山 家 陳
清 野 秀 子

僥 ● 克 美
内 洫 文 代
佐 ● 秀 一

村 上 弘 恵
佐 藤 公 彦
阿 部 真 弓
佐 藤 嚊 古
佐 蓐 智 江

町内会

宮 町 南
宮 町 北
小　 坂
糲 鳥 市
光 明 寺
福 鳥 市
町　 東
富 町 南
富　 柬
大 木 戸
富 町 南
磁 鳥 巾
石陬田東
襠 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会
菊 地　　 睛　　60　　 第　 十
佐 ● ヤ　ス　　78　　 原　 町
大 輔　　 充　　 ５５　　 本　 町

畏谷川 多喜夫　　72　　 貝　 田
峻 沢　ヨ　’ｙ　　　90　　 中　 郎
高 橋 サ タ　　 フ2　　 山 崎 北
松 浦　　 理　　82　　 大 木 戸
攸 ●　キ　ン　　 ８７　　 原　 町
遠 藤 エ ン　　86　　 光 明 砕
佐 木々 芳 夫　　 ４５　　 石毋田西
古 田 はるい　　64　　 第　 四

人口 と世 帯
４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

男5.748 人(  十 2 )

女6.175 人(  十 10 )

鼾11,923 人(  十 12 )

世帯数2,960 戸(  十 4 )

転 入75 人

転 出61 人

出 生　９人

死 亡　11人

４月　卯月（うづき）

18 日 (木）発明の日

加日（土）逓信記念日

郵価●間

日 (火）みどりの週間

四 日 (月）みどりり 日ＪＬ．- ６--．--．　- 』･．’

５月　皐月（さつき）

１日（水）メーデー

３日（金）憲法記念日

5 日 ( 日 ) こどもの日

６日（月）立 夏

日 ( 日 ) 母の日 ｊ

心配ごと相談日
馬 所 ： 役場 二 階 相 談 室 （東髑入口からお入り下さい）

時 閲 ： ９略 ～12 時

こまったこ とや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔 相 談 員〕

４月 日 ( 木）樋口　 弘・後藤 アヤ

５月７日（火）菊地 平助・安藤　トヨ

５月15 日 (水）吉田　三夫・井砂喜代子

の
び

や

か
に

女

と
男

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見 町 公民館

8 5 一 2 6 7 6

(有!4  1 5 6

平
成
三
年
度

公
民
館
運
営
方
針
と
努
力
事
項

公
民
館
は
、
人
と
の
出
合

い
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
．
人
と
ふ
る
さ
と
と

の
ふ
れ
あ
い
、
人
と
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
平
成
三
年
度
国
見
町
教
膏
委
員

会
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
、
公
民
館

運
営
方
針
と
努
力
事
項
を
次
の
よ
う

に
設
定
し
ま
し
た
．

運
営
方
針

１
職
員
の
英
知
と
情
熱
を
結
集
し
て

魅
力
の
あ
る
公
民
館
活
動
を
推
進

し
ま
す
．

２
公
民
館
運
営
審
叢
会
、
閲
係
団
体

施
設
利
用
者
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
運
営
の
改
善
．
充
実
に
努
め

ま
す
．

３
学
習
者
や
参
加
者
の
自
主
的
、
主

体
的
活
動
を
促
進
い
た
し
ま
す
．

主
な
努
力
事
項

出
生
涯
学
習
の
推
進

○
婦
人
団
体
や
地
区
の
学
習
活
動

を
助
長
し
ま
す
。

０
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
観
月

台
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
す
。

閙
青
少
年
健
全
育
成

○
子
ど
も
移
助
図
書
館
を
開
般
し

読
番
と
創
作
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

○
ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
事
業
と
し

て
、
青
年
ふ
れ
あ
い
活
助
を
促

進
し
ま
す
。

闍
公
民
館
活
動
の
充
実

○
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

学
習
機
会
を
拡
充
し
ま
す
。

Ｏ
世
代
間
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
中
高
年
者
の
人
材
確
保
と

活
用
を
図
り
ま
す
。

０
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
や
ふ

る
さ
と
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め

ま
す
。

Ⅲ
社
会
体
育
の
推
進

○
中
高
年
向
き
の
新
し

い
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及
し
ま
す
。

０
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
主
体
的
活
動

を
助
長
す
る
た
め
、
指
導
者
に

研
修
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
西
国
見
運
動
場
の
供
用
を
開
始

し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を
提

供

し
ま
す

．

子
育

て

コ

ー

ナ

ー

し
つ
け
の
要
点

】
月
十
七
日
に
藤
田
幼
碓
園
で
行

わ
れ
た
家
庭
教
育
講
座
で
、
元
桑
折

町
教
育
長
の
遠
藤
伊
雄
先
生
の
ご
講

話
を
い
た
だ
き
「
し
つ
け
」
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
、
食
事
、

は
き
も
の
、
手
つ
だ
い
、
神
さ
ま
仏

さ
ま
の
五
つ
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
．

「
あ
い
さ
つ
」
で
は
、
『
は

い
』
と

い
う
返
事
が
す
べ
て
の
し
つ
け
の
基

礎
で
あ
る
．
小
さ
い
時
か
ら
親
や
兄

弟
の
マ
ネ
を
さ
せ
て
、
自
然
に
や
る

よ
う
に
し
む
け
る
．
観
も
幼
児
の
話

し
や
要
求
に
『
は
い
』
と
返
事
を
す

る
こ
と
．
大
き
く
な
っ
て
か
ら
「
返

事
は
？

」
「
な
ん
だ
そ
の
返
事
は
」

な
ど
と
急
に
し
つ
け
よ
う
と
し
て
も

反
抗
し
て
心
が
離
れ
る
だ
け
で
す
．

大
き
く
な
っ
た
ら
無
理
し
な

い
こ
と
．

部
活
で
の
あ
い
さ
っ
や
、
面
接
試
験

の
た
め
と
し
て
、
そ
の
場
に
な
っ
て

練
習
し
て
も
身
に
つ
き
ま
せ
ん
か
ら

そ
の
辺
を
納
得
さ
せ
て
や
ら
せ
る
こ

と
も
一
方
法
で
し
ょ
う
・

小
学
生
の

作
文
に
『
お
父
さ
ん
、
お
は
よ
う

ご

ざ
い
ま
す
Ｊ
と
い
っ
な
ら
『
か
す
か

だ
れ
』
と
ど
な
ら
れ
て
が
っ
か
り
し

た
と
あ
９
ま
す
が
、
親
で
な
く
と
も

年
頃
に
な
れ
ば
照
れ
く
さ
く
な
り
ま

す
．
こ
ん
な
時
は
前
も
っ
て
予
告
し

て
み
ん
な
で
や
ろ
う
と
決
め
て
、
父

親
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
マ
マ
ゴ

ト
を
や
る
よ
う
な
気
持
ち
で
始
め
る

と
照
れ
か
く
し
に
も
な
り
ま
す
。
あ

い
き
っ
が
自
然
に
で
き
る
こ
と
は
大

き
な
財
産
で
す
。
人
間
関
係
の
洞
活

油
で
あ
り
、
親
子
の
心
を
結
ぶ
か
け

檎
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

『
食
事
』
は
偏
食
を
な
く
す
こ
と
。

多
少
ま
ず
く
と
も
父
親
か
『
う
ま
い
。

う
ま
い
Ｊ

と
い
っ
て
食
べ
る
こ
と
。

偏
食
は
性
格
の
ゆ
が
み
を
つ
く
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
鑑
別
所
で

非
行
少
年
を
調
査
し
た
ら
殆
ん
ど
の

少
年
は
傴
食
だ

り
た
と
の
こ
と
で
す
。

と
く
に
ジ
ュ
ー
ス
や
甘
い
も
の
は
カ

ル
シ
ａ
Ｉ
ム
不
足
に
な
り
、
イ
ラ
イ

ラ
や
情
緒
不
安
を
き
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は

ま
た
改
め
て
述
べ
る
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
も
子
ど
も
の
年
令

に
応
じ
て
、
発
達
段
階
の
特
微
に
あ

わ
せ
て
や
る
こ
と
か
必
要
で
す
し
。

ま
た
個
人
差
も
見
逃
せ
な
い
こ
と
で

す
。
あ
く
ま
で
も
あ
せ
ら
ず
、
自
然

体
で
接
し
、
昔
か
ら
の
子
青
て
の
教

え
に
も
耳
を
傾
け
て
大
ら
か
な
心
で

や
る
こ
と
か
大
切
で
し
ょ
う
。

子
育
て
の
基
本
は
愛
情
、
や
さ
し

さ
で
す
。
三
歳
頃
ま
で
、
親
に
や
さ

し
く
愛
さ
れ
な
か
っ
た
宥
は
非
行
に

走
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
母
乳
を
飲
ま

せ
る
時
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
、
語

り
か
け
る
。
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
と
ぱ
は

わ
か
ら
な
く
と
も
、
心
は
通
じ
ま
す
。

そ
ん
な
心
の
持
ち
方
が
大
切
で
し
ょ

家庭バレ ーポ ール講習会

○主 催 国 見町公 民館

○と　 き　 ５ 月ｰ  2 日 ) 想 8 ：３４）から

○とこ ろ　 国 見町民 体育 館

○内 容　 基 本的 な実技 指碑

○指導者 北 鳥誠倖 先生

Ｏ 対象者 町 民及 び町内 の廠場 動 務者

○受 講料 無 料

○申込み　 ５月８卩 ま で （1牡話可 ）

ペタンク普及講習会

ペタンクは、フランスで始められた簡単でおもしろい'
斬しいスポーツです．受講をお勧めします．

'○主 催　国見町公民館

=○と　き　Ｓ月８日伽躙講、砥６回、&S19:34)～11ご３(1
:Ｏところ　国見町公民館広場

=○内 容 初歩的な実技指碑
.０指導者 斎●正美希希

○対象者　老若男女どなたでも
○受講料 無料

○申込み　 ４月３０日まで{ 電話可}



「
母
と
子
の

公
民
館
活
動
」

の
改
称

母
と
子
の
公
民
館
活
動
は
、
昭
和

五
十
一
年
よ
り
、
子
ど
も
の
情
操
を

豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
母
と
子
の

よ
り
強
い
心
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
。
近
年
、
ほ
と
ん
ど
の
母

観
か
耽
職
し
て
お
り
、
こ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
か
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
活
動
の
実
態
に
見
合

っ
た
『
子
ど
も
移
動
図
書
館
』
と
改

称
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
従
前
通
り
で
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お

願

い

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

体
育
館
使
用
に
つ
い
て

森
江
野
小
学
校
・
幼
稚
園
改
築
工

事
に
伴
い
、
体
育
館
を
小
学
校
の
体

育
授
業
に
使
用
さ
せ
る
た
め
、
一
般

の
使
用
に
つ
い
て
当
分
の
間
、
次
の

と
お
り
の
使
用
時
間
と
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
曜
日
…
正
午
以
降

火
曜
日
：
‐
午
後
四
時
以
降

木
曜
日

金
曜
日

午
後
三
時
以
降

土
・
日
曜
日
及
び
猊
祭
り
：
従
前

ど
お
り

（
水
瞬
日
は
休
館
日
）

な
お
。
町
民
プ
ー
ル
に
っ
い
て
も

】
般
の
使
用
時
間
を
変
更
す
る
予
定

で
す
か
、
詳
し
く
は
後
日
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

寄
贈
図
書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
図
書
券
　
　
　
　
　
　

三
万
円

生
活
協
組
福
島
消
費
組
合
藤
田
店
喋

行 事 予 定 表

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　 事

４ �26�金 �・阿津賀志学級開講式

５ �

８ �水 �
・中央婦人学級開講式

・成人学級開講式

�10�金 �・阿津賀志学級

�12�日 �・家庭バレーボール講岬会

嬋　 考

平成３年度 学級生募集

今がチャンス
生涯学習で心をより豊かに

▲中央婦人掌級（趣味の講座）

▲成人学鰻

▲阿漕質志学級

学 級 名 � 趣　　 旨 �学習内容等 �対　 象 �人級申込み

中央婦人学級 �

婦人としてよ

り豊かに生き

るため、教費

や趣味 を身に

つけるととも

に仲間との観

睦を図る。 �

一般教養、趣

味 の講座、ボ

ランティア活

助、スポーツ

研修旅行など

年間約23同実

施 �

町内在住

の婦人 �4 

月 30日まで

成 人 学 級 �

心豊かに生き

がいのある生

活を求めて、

現代社会に対

応できる学習

活動を行う。 �　

一般教養、健

康管理、郷土

史、国際理解

研修旅行など

年間15回実施 �

町内在住

の成人男

女 �

４月30日まで

阿津翼志学級 �

商齢化社会に

適応した心豊

かな生き方を

するため，教

養や趣味を高

める。 �

一般教葵、趣

味、世代間の

交流、奉仕活

動．スポーツ

社会見学など

年間43回実施 �

町内在住

の64)才以

上の男女 �

随　 時

※ 詳しいことは、公民館にお問い合わせください。



後
継
者
媒
酌
人
に

感
　
謝
　
状

町
内
に
住
み
後
継
者
へ
の
媒
酌
を

務
め
ら
れ
た
方
々
に
対
す
る
感
謝
状

睹
呈
式
か
二
月
二
十
五
日
、
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

一
般
後
継
者
媒
酌
人
と
し
て
尽
力
さ

れ
た
鈴
木
義
光
さ
ん
（
川
内
宇
内
上

一
四
）
ら
二
十
二
人
、
ま
た
町
農
業

後
継
者
媒
酌
人
と
し
て
菊
地
太
三
さ

ん

（

石

母

田

字

国

見

山

ニ

ー

三

）

ら

．政

人

の

へ
口
わ

せ

て

．
．
―

Ｌ

人

で

、

町

の

花

嫁

、

後

継

者

不

足

解

消

に

功

績

の

あ

っ

た

方

々

で

す

．

町

農

業

委

八

会

で

は

、

豊

か

で

洲

い

の

あ

る

町

づ

く

り

の

担

い

手

確

保

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

の

農

業

経

営

に

若

い

創

意

と

工

夫

を

生

か

し

、

町

の

発

展

を

め

ぎ

す

た

め

農

業

後

継

者

対

策

協

議

会

を

昭

和

五

十

二

年

に

組

織

し

、

後

雛

者

不

足

の

解

消

に

取

り

組

ん

で

お

り

、

昨

年

十

】
．
月

ま

で

に

．白

九

ナ

ハ

組

の

力

″

ブ

ル

が

誕

生

し

ま

し

た

．

石
原
晃
雲
さ
ん
に

感
謝
状
が
届
く

『
小
さ
な
両
家
の
家
』
を
主
宰
す

る
石
原
晃
雲
さ
ん
（
勝
田
字
堤
ド

ー

六
－

一
九
）
に
、
こ
の
ほ
ど
韓
国
文

化

芸
術
研

究
会

か

ら
感
謝
状

と
記

念

写
輿

集

が
屈
き

ま
し

た
。

こ
れ

は
韓
岡

文
化
芸

術
研

究
会

か

「
ア

ジ
ア

の
優

れ

た
文
化
芸

術
を
碑

国

に
紹
介

し
、

ア

ジ
ア

各
国

の
国

際

文
化

交
流

を
図

り

。
理
解
と
観

両

を

深

め
る
」

こ
と

を
卜
的

に
開

催
し

た

「
9
1皿

細
亜

国

際
笂
術

展
‘一

に
招
待

－ｒ
ｆ
　

’

さ

れ
。
石
川

さ

ん
が

「
鉄
陶
仙

人
」

を
出

品
し

た
む

の
で
す

。

村
上
ユ
リ
さ
ん
に

的
　
中
　
賞

～
呵
の
人
日
は
一
一
、
八
八
八
人
～

ず
成
一
．
乍
国
勢
調
査
の
愚
澱
の
高

揚
を
図
る
た
め
に
、
町
で
は
卜
川

．

日
裂
在
の
国
見
町
の
人
口
を
予
恕
す

る
「
人
口
１
て
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多

数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
者
の
う
ち
、
村
上
ユ
リ
さ
ん

（
徳
江
字
佐
野
台
3
1り
9
0歳
）
は
家

族
そ
ろ

。
て
関
心
を
む
ら
、
一
二

八
八
八
人
と
見
事
的
中
、
四
月
五
日

冨
永
町
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
か
贈

ら
れ
ま
し
た
「
。

ま
た
、
前
後
貧
と
し
て
村
上
さ
ん

の
係
の
み
ち
え
さ
ん

云

歳
：
（
予
恕

人
口
一

二

八
八
九
人
）
と
実
沢
広

処
さ
ん
（
徳
汪
字
西
1
8の
1
1
1
4歳

‐
予
恕
人
口
一

二

八
八
九
人
）
の

お
一
一
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
か
噌

ら
れ
ま
し
た
。

思
い
出
い
っ
ぱ
い

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

廠

江
野
小

学
校

を
昭
和

四
十

じ
年

度
に

卒
業
し

た
同
級

生
か

．一
．月
一一
十

四
日
．

卒
業

記
念

に
校
舎

の
玄
関

脇

に
壇
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り

起
こ
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
『
間
も
な
く
取
り
壊
さ
れ

る
思
い
山
の
校
舎
に
集
ま
り
、
カ
プ

セ
ル
を
開
封
し
よ
う
』
と
佐
久
間
公

一
さ
ん
ら
か
呼
び
掛
け
た
も
の
で
、

カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
同
級
生
全
貝
の

声
か
録
音
さ
れ
た
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ

や
ウ
イ
ス
キ
ー
か
入
っ
て
お
り
、
恩

師
の
新
井
愛
子
先
生
と
宮
口
鉄
男
先

生
を
駆
け
っ
け
。
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。

桜
の
苗
木
を
植
樹

昭
和

二

十
四
年
贋

に
旧
小

坂
中

を

卒
業

し

た
同
級

生
か

三
月
一
。一
十

一
日
、

小

坂
峠

付
近

の
広
場

に
桜
の

苗
木

を

植

樹
し

ま
し

た
。

こ
れ

は
昨
年

。
卒
業

四
十

年
の

節

日

を
迎
え

同
級
会

を
開

催
、

そ
の

記

念

と
し
て

桜
の
苗

木
一

五
本

を
植
え

付

け
た

も
の
で

、
発
起

人
代

表
の

阿

部
普

雄
さ

ん

は

『
こ
れ

か
ら

は
、
こ

の
桜

の
下

で
毎
年

、
旧
交

を
暖

め
合

う

こ
と
か

で
き

れ
ば
…
…

』

と
話
し

て

い
ま
し

た
。

編
集
日
記

○
桜
前
線
も
北
Ｌ
を
続
け
、
よ
う
や

く
春
本
酢
を
迎
え
ま
し
た
。

三
月
三
十
日
、
藤
田
小
乍
校
の
教

職
員
離
任
式
を
収
材
し
た
時
の
、
別

れ
を
惜
し
む
先
生
と
児
童
の
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
　
　

（
Ｋ
）

発
行
・
編
集

ｌ
兇
町
企

矩
　Ｈ

福
鳥
県
伊
達
肥
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
．
．２
の
Ｉ

一
九
六
九
１

．
七
　

魯
一
〇
二
四
五
）
八
五
Ｉ
．：

：

九
代
表
）

▲後継者媒酌人感謝状贈呈式

▲鉄拐仙人

▲冨永町長から記念品 を受ける
･4卜さ ん ( 岸 ､ 竃沢冫sん

▲タイムカプセルを掘り起こす

宮口先生（左）と新井先生

わ

だ

い
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